
日田市消防団の状況
平成22年12月15日現在

定数 実数 うち市職員数

消防団本部 1 1 0

日田方面団 471 447 7

前津江方面団 116 101 14

中津江方面団 110 91 16

上津江方面団 102 91 15

大山方面団 153 136 21

天瀬方面団 265 252 14

計 1,218 1,119 87

日田市人口 72,316

職員数　 672

人口に対する職員の
割合（％） 0.93%

職員のうち、消防団
に参加している割
合（％）

12.94%

自治基本条例　市民WG用資料
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第第６６章章  資資  料料  編編                            
１. アンケート調査の概要 
（１）調査年月、調査基準日、調査方法 
 

＊一般（20 歳～64 歳の市民） ＊高齢者（65 歳以上の市民） 

＊障がい者（身体障がい者・知的障がい者・精神障がい者・障がい児・一般） 

区 分 調 査 年 月 調 査 基 準 日 調 査 方 法 

旧日田市 

旧日田郡 

平成１６年１月 

平成１７年７月 

平成１６年１月１日 

平成１７年４月１日 

民生委員による訪問依頼・回収 

郵 送 

 

＊未就学児（０歳～５歳） ＊小学生（６歳～11 歳） 

区 分 調 査 年 月 調 査 基 準 日 調 査 方 法 

旧日田市 

旧日田郡 

平成１６年１月 

平成 15 年 11 月～ 
平成 16 年３月 

平成１６年１月１日 

平成１６年４月１日 

民生委員による訪問依頼・回収 

郵 送・保育園・小学校等 

 

＊地域福祉懇談会 

区 分 調 査 年 月 調 査 基 準 日 調 査 方 法 

旧日田市 

旧日田郡 

平成 15 年 7 月～ 
 平成 15 年９月 
平成 17 年 9 月～ 

 平成 17 年 11 月 

平成１5 年４月１日 

平成１7 年４月１日 
懇談会開催時に配布・回収 

 

（２）調査対象者数、調査票送付数、回答者数、回答率 
 

＊一般（20 歳～64 歳の市民） 
区 分 調査対象者数 調査票送付数 回答者数 回答率 

旧日田市 

旧日田郡 

34,910 人 

  7,127 人 

1,514 人 

  300 人 

1,306 人 

  151 人 

86.3％ 

50.3％ 

合  計 42,037 人 1,814 人 1,457 人 80.3％ 

 

＊高齢者（65 歳以上の市民） 

区 分 調査対象者数 調査票送付数 回答者数 回答率 

旧日田市 

旧日田郡 

14,692 人 

  4,673 人 

1,522 人 

  450 人 

1,393 人 

  344 人 

91.5％ 

76.4％ 

合  計 19,365 人 1,972 人 1,737 人 88.1％ 
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＊身体障がい者 

区 分 調査対象者数 調査票送付数 回答者数 回答率 

旧日田市 

旧日田郡 

2,620 人 

  772 人 

202 人 

 50 人 

124 人 

 34 人 

61.4％ 

68.0％ 

合  計 3,392 人 252 人 158 人 62.7％ 

 

＊知的障がい者 

区 分 調査対象者数 調査票送付数 回答者数 回答率 

旧日田市 

旧日田郡 

318 人 

 56 人 

72 人 

15 人 

39 人 

 8 人 

54.1％ 

53.3％ 

合  計 374 人 87 人 47 人 54.0％ 

 

＊精神障がい者 

区 分 調査対象者数 調査票送付数 回答者数 回答率 

旧日田市 

旧日田郡 

 75 人 

 28 人 

68 人 

10 人 

32 人 

 7 人 

47.1％ 

70.0％ 

合  計 103 人 78 人 39 人 50.0％ 

 

＊障がい児 

区 分 調査対象者数 調査票送付数 回答者数 回答率 

旧日田市 

旧日田郡 

55 人 

14 人 

27 人 

 5 人 

15 人 

 3 人 

55.6％ 

60.0％ 

合  計 69 人 32 人 18 人 56.2％ 

 

＊一般（障がい者）（20 歳～64 歳の市民） 

区 分 調査対象者数 調査票送付数 回答者数 回答率 

旧日田市 

旧日田郡 

34,910 人 

  7,127 人 

 255 人 

   60 人 

113 人 

 32 人 

44.3％ 

53.3％ 

合  計 42,037 人  315 人 145 人 46.0％ 

 

＊地域福祉懇談会（旧日田市 15 地区、旧日田郡 7 地区） 

区 分 懇談会参加者数 調査票配布数 回答者数 回答率 

旧日田市 

旧日田郡 

517 人 

201 人 

 517 人 

  201 人 

356 人 

150 人 

68.9％ 

74.6％ 

合  計 718 人  718 人 506 人 70.5％ 
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（３）地域福祉懇談会の開催状況 
日田市福祉保健部と日田市社会福祉協議会の共催により、市内 22 地区で地域福祉

懇談会を開催し、日田市福祉保健部及び日田市社会福祉協議会の事業概要説明、日田

市地域福祉計画の概要説明後、意見交換やアンケート調査を行いました。 

 

№ 地  区  名 開 催 年 月 日 時  間 場    所 参加者

1 朝    日 平成 15 年 7 月 17 日（木） １9：30～21：40  朝日改善センター 26 人

2 五    和 平成 15 年 7 月 18 日（金） １9：30～21：30  日 田 園 30 人

3 三    花 平成 15 年 7 月 24 日（木） １9：30～21：10  三花公民館 52 人

4 夜    明 平成 15 年 7 月 29 日（火） １9：30～21：40  夜明振興センター 17 人

5 桂    林 平成 15 年 7 月 30 日（水） １9：00～21：00  文化センター 35 人

6 光    岡 平成 15 年 8 月 1 日（金） １9：00～21：00  光岡公民館 39 人

7 若    宮 平成 15 年 8 月 5 日（火） １9：00～21：00  東町公民館 37 人

8 咸    宜 平成 15 年 8 月 6 日（水） １3：30～15：45  中部公民館 51 人

9 小    野 平成 15 年 8 月 18 日（月） １9：00～20：45  小野振興センター 29 人

10 東 有 田 平成 15 年 8 月 21 日（木） １9：30～20：50  東有田振興センター 32 人

11 三    芳 平成 15 年 8 月 25 日（月） １9：10～21：05  三芳公民館 31 人

12 西 有 田 平成 15 年 8 月 27 日（水） １9：00～20：35  西有田公民館 29 人

13 大    鶴 平成 15 年 9 月 4 日（木） １9：30～21：20  大鶴振興センター 45 人

14 日   隈 平成 15 年 9 月 6 日（土） １9：00～20：45  日隈公民館 36 人

15 

旧 
 

日 
 

田 
 

市 

高    瀬 平成 15 年 9 月 18 日（木） １9：30～21：00  高瀬林業センター 28 人

16 上 津 江 平成 17 年 9 月 2 日（金） １9：30～21：15  上津江振興局 32 人

17 大   山 平成 17 年 10 月 7 日（金） １9：00～21：00  大山総合福祉センター 40 人

18 前 津 江 平成 17 年 10 月 20 日（木） １6：00～17：45  前津江保健介護支援センター 25 人

19 中 津 江 平成 17 年 10 月 27 日（木） １9：00～20：20  中津江振興局 22 人

20 馬原･女子畑･合田 平成 17 年 10 月 31 日（月） １9：00～20：40  天瀬公民館東渓分館 41 人

21 湯山・桜竹･赤岩 平成 17 年 11 月 2 日（水） １9：00～20：15  天瀬公民館 11 人

22 

旧 

日 

田 

郡 

五   馬 平成 17 年 11 月 4 日（金） １9：00～20：10  天瀬振興局五馬分館 30 人

    合   計 ２２地区 718 人
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２. アンケート調査結果のまとめ 
 アンケートの質問項目は、個別計画のための項目も多数ありましたが、ここでは 

地域福祉計画に関するものを項目別にまとめました。 
 
第１ 地域生活・地域活動 
（１）近隣の人間関係の状況 
近隣の人間関係の状況の結果は、一般（20 歳～64 歳）で、「何か困ったときに助け

合う親しい友人がいる」は 29.4％ですが、高齢者（６5 歳以上）は、43.6％となって

います。また、「お互いに訪問し合う程度の人ならいる」を合わせると、一般は 41.6％、

高齢者は 57.7％となっており、一般より高齢者のほうが割合が高く、これは全地区で

同様の傾向となっています。また、地区別懇談会の結果でも、49.5％の方が近隣関係

に満足しています。（図 1・図 2参照） 

 

近隣との人間関係の状況（一般・高齢者）

29.4%

12.2%

29.2%

19.0%

6.2%

0.5%

3.4%

43.6%

14.1%

24.6%

8.4%

1.7%

0.6%

7.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

何か困った時に助け合う親しい人がいる

お互いに訪問し合う程度の人ならいる

立ち話をする程度の人ならいる

挨拶をする程度の人しかいない

ほどんど付き合いはない

その他

無回答

一　般

高齢者

 
 

近隣関係の満足度（懇談会）

4.2%

45.3%

13.0%

2.8%

9.5%

25.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

大 変 満 足

満　　　   足

不　　　   満

大 変 不 満

わからない

無　 回　 答

 

 
 

【 図１】 

【 図２】 
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また、「何か困ったときに助け合う親しい友人がいる」方は、一般では旧市内中心

部が 24.4％、旧市内周辺部で 41.9％、旧日田郡では 59.9％となっており、高齢者は

旧市内中心部・周辺部ともに約 40％、旧日田郡では 56.9％となっています。全体と

して、日田市の周辺部になるほど近隣とのつながりが深いことをうかがわせています。

（図３参照） 

次に年齢階層別に見ると、「何か困ったときに助け合う親しい友人がいる」は 20 代

で 14.5％、30 代が 23.9％、40 代は 27.7％、50 代が 37.4％、60～64 歳で 41.9％と

なっています。（図４参照） 

助け合う親しい人がいる割合（地域別）

24.4%

41.9%

59.9%

40.3%

38.8%

56.9%

0% 20% 40% 60% 80%

旧市内中心部

旧市内周辺部

旧  日  田  郡

一　般

高齢者

助け合う親しい人がいる割合（年齢階層別）

14.5%

23.9%

27.7%

37.4%

41.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

20～29歳

30～39歳

40～49歳

50～59歳

60～64歳

 

 
また、「お互いに訪問し合う程度の人ならいる」も同様の結果となっており、年齢

を重ねるほど近隣とのつながりが深くなることがわかります。（図５・図６参照） 
 

訪問し合う程度の人がいる割合（地域別）

11.9%

14.3%

15.5%

15.2%

10.8%

13.8%

0% 5% 10% 15% 20%

旧市内中心部

旧市内周辺部

旧  日  田  郡

一　般

高齢者

訪問し合う程度の人がいる割合（年齢階層別）

6.0%

7.7%

13.1%

15.6%

16.3%

0% 5% 10% 15% 20%

20～29歳

30～39歳

40～49歳

50～59歳

60～64歳

 
 
 さらに、「ほとんど付き合いがない」と答えた方は、一般では６％、高齢者で２％

と少なく、「お互いに訪問し合う程度の人ならいる」、「立ち話をする程度の人ならい

る」を合わせると、一般・高齢者とも 40％前後と多いことから、近隣関係を更に深

めていける余地があるといえます。（図１参照） 
  
 
 

【 図３】 【 図４】 

【 図５】 【 図６】 
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（２）地域で行った手伝いの状況 
この２～３年の間に地域で行った手伝いの状況は、一般では約 40％の方が経験し

ており、その半数の経験内容が「様子を見に行ったり、声をかける」となっています。

（図７参照） 

この２～３年の間に地域で行った手伝い（一般）

12.2%

8.1%

19.8%

9.8%

5.1%

7.3%

2.5%

12.6%

6.3%

2.5%

2.6%

1.6%

50.0%

3.1%

6.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

荷物を持つ

階段の昇降や道路横断の時に手を貸す

様子を見に行ったり、声をかける

訪問したり、話し相手になる

買い物を代わりにする

食事や惣菜などを持っていく

食事を作ったり、掃除や洗濯を手伝う

車での送迎など、外出の手助けをする

病院等に薬をもらいに行く

介護や看護をする

電話を代わりにかける

書類を読んだり、代書をする

特に何もしていない

その他

無回答

 
 また、ご近所に「何か困ったときに助け合う親しい友人がいる」と答えた方の 69.1％
が手伝いの経験があり、以下関係が浅くなるに従って減少し、「ほとんど付き合いは

ない」方は 20.2％となっています。（図８参照） 

さらに手伝い経験者の割合を年齢階層別に見ても、近隣の人間関係の状況と同様、

年齢を重ねるに従って高くなり、20 代で 34.6％、60～64 歳では 62.6％の方が手伝い

の経験があると答えています。（図９参照） 

 

手伝い経験者の割合（近隣との関係度別）

69.1%

56.1%

42.3%

26.8%

20.2%

0% 20% 40% 60% 80%

何か困った時に助け合う親しい人がいる

お互いに訪問しあう程度の人ならいる

立ち話をする程度の人ならいる

挨拶をする程度の人しかいない

ほどんど付き合いはない

手伝い経験者の割合（年齢階層別）

34.6%

37.5%

49.0%

51.7%

62.6%

0% 20% 40% 60% 80%

20～29歳

30～39歳

40～49歳

50～59歳

60～64歳

 
 

【 図７】 

【 図９】 【 図８】 
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 障がい者と気軽に話したり、障がい者への手助けの経験に関しては、65％の方が「あ

る」と答えています。（図 10 参照） 

障がい者との話しや、手助け経験の有無（障がい者一般）

ない
35% ある

65%

 

（３）地域での声かけの状況 

 地域の子どもたちへの注意や声かけの有無は、一般では「ひんぱんにしている」、

「時々している」と答えた方を合わせると 48.6％、高齢者では 58.9％の方が声かけ

を行なっています。（図 11 参照） 

また、年齢階層別の声かけの状況は、「ひんぱんにしている」、「時々している」と

答えた方を合わせて、20 代が 24.5％、30～50 代が 50％前後、60～64 歳が 65.6％と

なっており、20 代のほぼ半数は「まったくしていない」と答えています。（図 12 参

照） 

子どもたちへの注意や声かけの有無

（一般・高齢者）

7.5%

41.1%

27.9%

20.3%

3.2%

7.8%

51.1%

21.5%

11.6%

8.0%

0% 20% 40% 60%

ひんぱんにしている

時々している

あまりしていない

まったくしていない

無回答

一般 高齢者

子どもたちへの声かけの状況（年齢階層別）

3.5%

7.3%

9.4%

7.8%

8.9%

21.0%

40.9%

44.9%

41.9%

56.7%

47.0%

23.5%

16.0%

17.1%

6.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

20～29歳

30～39歳

40～49歳

50～59歳

60～64歳

ひんぱんにしている

時々している

まったくしていない

 
 
声かけの頻度は、子育て世代以上の現役世代では差がなく、地区によりばらつきが

あるものの、周辺部になるほど高くなる傾向が見られます。（図 13・図 14 参照） 
 全体として、声かけの頻度は高い状況だといえます。 

【 図 10】 

【 図 12】

【 図 11】
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子どもたちへの声かけの状況（一般地域別）

6.8%

40.8%

29.4%

21.7%

1.4%

8.6%

43.3%

29.5%

16.2%

2.4%

14.1%

49.3%

21.8%

12.0%

2.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

ひんぱんにしている

時々している

あまりしていない

まったくしていない

無回答

旧市内中心部 旧市内周辺部 旧日田郡

子どもたちへの声かけの状況（高齢者地域別）

6.9%

51.6%

21.7%

12.1%

7.6%

8.7%

43.7%

25.2%

12.6%

9.8%

9.7%

16.4%

8.5%

7.9%

57.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

ひんぱんにしている

時々している

あまりしていない

まったくしていない

無回答

旧市内中心部 旧市内周辺部 旧日田郡

 
 

（４）地域活動への参加状況と今後の参加意識 

地域活動への参加について、「特に何もしていない」と答えた方は一般で 58.1％、

高齢者は 43.1％となっており、「自治会などの地域活動に参加している」方は、一般

で 25.6％、高齢者では 16.5％となっていますが、地域活動への今後の参加意思は、「特

に何もしたくない」方が一般で 41.2％、高齢者が 29.2％と、いずれも現在「特に何

もしていない」方の割合を下回っています。（図 15・図 16 参照） 
また、現在「自治会などの地域活動に参加している」方（回答数 372）の今後の意志

は、「参加したい」が 56.2％（回答数 209）、「何もしたくない」は 14.0％（回答数 52）

となっており、現在参加していない方（回答数 834）の今後の意思は、「参加したい」

が６.1％（回答数 51）、「何もしたくない」が 62.5％（回答数 521）となっています。 

 

地域活動への参加状況（一般・高齢者）

9.1%

25.6%

0.1%

3.2%

3.8%

11.7%

16.5%

16.1%

43.1%

2.6%

9.9%

58.1%

0% 20% 40% 60%

趣味のサークルで活動
している　　　　　　　　　　

自治会などの地域活動
に参加している　　　　　

老人クラブの活動をして
いる　　　　　　　　　　　　

特に何もしていない

その他

無回答

一　般 高齢者

地域活動への今後の参加意思（一般・高齢者）

25.9%

20.1%

1.5%

41.2%

6.0%

5.3%

18.7%

15.0%

15.4%

29.2%

4.2%

17.4%

0% 20% 40% 60%

趣味のサークルで活動
したい　　　　　　　　　　　

自治会などの地域活動
に参加したい　　　　　　

老人クラブの活動をし
たい　　　　　　　　　　　

特に何もしたくない

その他

無回答

一　般 高齢者

 

 

【 図 14】【 図 13】

【 図 16】【 図 15】
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次に、自治会などの地域活動への参加者を年齢階層別に見ると、20 代は 8.5％、30
代は 22.7％、40 代以上が 30％前後となっています。（図 17 参照） 
また、年齢階層別に見た「自治会などの地域活動」への今後の参加意思については、

60～64 歳を除き各年齢階層とも現在活動に参加している方の割合を下回っています。

（図 18 参照） 
 

自治会などの活動への参加状況（年齢階層別）

8.5%

22.7%

33.1%

30.1%

27.6%

77.0%

66.0%

52.9%

52.8%

53.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

20～29歳

30～39歳

40～49歳

50～59歳

60～64歳

自治会などの活動に参加している

特に何もしていない

地域活動への今後の参加意思（年齢階層別）

6.5%

17.0%

20.3%

25.1%

29.1%

60.0%

51.4%

39.1%

36.3%

28.6%

0% 20% 40% 60% 80%

20～29歳

30～39歳

40～49歳

50～59歳

60～64歳

自治会などの活動に参加したい

特に何もしたくない

 

 

地域別に見た自治会などの地域活動への参加状況は、一般では旧市内中心部が

21.8％、旧市内周辺部で 37.6％、旧日田郡では 45.8％となっており、周辺部になる

ほど高くなっていますが、高齢者の参加状況は、各地区 14％～19％となっており、

地域での差はあまり見られません。（図 19・図 20 参照） 
 

　　　　　　自治会などの活動への参加状況
（一般地域別）

21.8%

62.5%

37.6%

51.0%

45.8%

35.2%

0% 20% 40% 60% 80%

自治会などの地域活
動に参加している　　

特に何もしていない

旧市内中心部 旧市内周辺部 旧日田郡

　　　　自治会などの活動への参加状況
（高齢者地域別）

16.6%

44.5%

14.0%

43.7%

19.1%

37.0%

0% 20% 40% 60% 80%

自治会などの地域活
動に参加している　　

特に何もしていない

旧市内中心部 旧市内周辺部 旧日田郡

 

【 図 18】【 図 17】

【 図 20】【 図 19】
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 今後の地域活動について「特に何もしたくない」理由は、一般では「仕事や家事が

忙しくて時間がとれない」が 51.4％を占めており、高齢者は「健康に自信がない」が

31.1％で最も多く、次いで「仕事や家事が忙しくて時間がとれない」が 22.6％となっ

ています。（図 21 参照） 

今後の地域活動で「特に何もしたくない」と答えた理由（一般・高齢者）

51.4%

7.5%

7.3%

4.8%

3.3%

0.5%

11.1%

6.0%

3.7%

4.3%

22.6%

31.1%

8.7%

5.5%

2.6%

0.2%

11.0%

1.6%

6.5%

10.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

仕事や家事が忙しくて時間がとれない

健康に自信がない

気持ちはあるが、きっかけがつかめない

身近に活動グループや仲間がいない

活動のための費用がない

家族や職場の理解が得られない

興味の持てる活動がない

情報が少ない、情報がない

その他

無回答

一　般

高齢者

 
 

（５）ボランティア活動 

 現在、ボランティア活動を行っている方は、一般で５.0％、高齢者で６.1％となっ

ており、地区により若干差があるものの、地域による差は見られません。また年齢階

層別では 60～64 歳が唯一 10％を超えています。一方、「活動したことがない」、「現

在はしていない」と答えた方を合わせると、一般・高齢者ともに 90％前後となって

おり、年齢階層別に見ても差はありません。（図 22・図 23 参照） 

高齢者や障がい者へのボランティア経験

（一般・高齢者）

5.0%

10.2%

81.3%

3.5%

6.1%

9.7%

76.6%

7.5%

0% 50% 100%

現在活動している

活動経験はあるが、

現在はしていない　

活動したことがない

無回答

一　般 高齢者

　高齢者や障がい者へのボランティア経験

（年齢階層別）

3.5%

2.0%

4.0%

5.7%

11.3%

14.0%

10.1%

8.6%

10.4%

9.4%

81.5%

86.6%

85.4%

81.0%

76.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

20～29歳

30～39歳

40～49歳

50～59歳

60～64歳

現在活動している

活動経験はあるが、現在はしていない　
活動したことがない

 

【 図 21】

【 図 23】 

【 図 22】
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ボランティア活動を「したことがない」又は「していない」方が、今後ボランティ

ア活動を「ぜひ活動したい」又は「できれば活動したい」と答えた方の割合は一般で

35.9％、高齢者で 29.0％となっており、ボランティア活動者を増やせる要素があるこ

とがわかります。（図 24 参照） 
また、年齢階層別に見ると 50 代が 41.5％で最も多く、以下 40 代・60～64 歳が 40％

弱、20 代・30 代が 30％弱となっています。（図 25 参照） 

 

ボランティア活動したことがない、していない方
の今後の活動意思（一般・高齢者）

1.8%

34.1%

22.3%

4.1%

26.2%

11.6%

1.4%

27.6%

21.9%

8.5%

25.9%

14.8%

0% 10% 20% 30% 40%

ぜひ活動したい

できれば活動したい

あまり活動したいと
は思わない　　　　　

まったく活動したい
とは思わない　　　

わからない

無回答

一　般 高齢者

 

ボランティア活動していない方で、今後「ぜ

ひ」又は「できれば」活動したい方の割合

（年齢階層別）

27.7%

27.2%

38.6%

41.5%

36.6%

0% 20% 40% 60%

20～29歳

30～39歳

40～49歳

50～59歳

60～64歳

 
 
さらに、地域別に見ると、一般・高齢者とも地区により若干のばらつきがあるもの

の、地域間での差はあまり見られません。（図 26・図 27 参照） 
 

 

ボランティア活動したことがない、していない方

の今後の活動意思（一般地域別）

10.6%

16.6%

16.4%

44.5%

2.4%

9.4%

10.1%

14.0%

18.5%

43.7%

2.4%

11.2%

16.4%

19.1%

13.2%

37.0%

3.5%

10.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

ぜひ活動したい

できれば活動したい

あまり活動したいと

は思わない　　　　　

まったく活動したい

とは思わない　　　

わからない

無回答

旧市内中心部 旧市内周辺部 旧日田郡

 

ボランティア活動したことがない、していない方

の今後の活動意思（高齢者地域別）

1.6%

26.5%

21.8%

8.9%

25.6%

15.6%

0.4%

30.2%

19.6%

9.0%

28.2%

12.7%

1.4%

28.4%

22.5%

6.6%

26.6%

14.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

ぜひ活動したい

できれば活動したい

あまり活動したいと

は思わない　　　　　

まったく活動したい

とは思わない　　　

わからない

無回答

旧市内中心部 旧市内周辺部 旧日田郡

 

【 図 25】【 図 24】

【 図 27】【 図 26】
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現在のボランティア活動の内容を見ると、「相談や安否確認」で一般が 50.7％、高

齢者が 60.4％、次いで「福祉施設でのボランティア活動」が一般 38.4％、高齢者が

32.1％と、この 2 項目が多くの割合を占めています。（図 28 参照） 

  

現在行っているボランティア活動内容（一般・高齢者）［複数回答］

50.7%

38.4%

12.3%

4.1%

5.5%

13.7%

4.1%

60.4%

32.1%

8.5%

4.7%

1.9%

11.3%

10.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

相談や安否確認（声かけ）

福祉施設でのボランティア活動

スポーツ・レクリエーション・リハビリテーション
の援助や活動　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

手話・点訳・朗読活動

専門的技能を生かした教育・学習・指導活動

その他

無回答

一　般 高齢者

 
ボランティア活動をしていない理由としては、一般では「仕事や家事が忙しくて時

間がとれない」と答えた方が 49.6％を占めていますが、高齢者では「健康に自信がな

い」が 31.4％で最も多く、次いで「仕事や家事が忙しくて時間がとれない」が 25.1％
となっています。（図 29 参照） 

ボランティア活動をしていない理由
（一般［複数回答：３以内］・高齢者［複数回答：５以内］）

49.6%

10.9%

8.8%

20.2%

11.5%

4.7%

13.4%

0.9%

5.2%

12.3%

4.3%

2.1%

4.7%

15.1%

25.1%

4.7%

31.4%

18.4%

15.3%

6.3%

23.6%

1.3%

6.3%

8.9%

6.1%

2.8%

5.9%

16.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

仕事や家事が忙しくて時間がとれない

小さな子どもや介護を要する家族がいる

健康に自信がない

気持ちはあるが、きっかけがつかめない

身近に活動グループや仲間がいない

活動のための費用がない

活動のための資格、技術がない

家族や職場の理解が得られない

興味の持てる活動がない

情報が少ない、情報がない

そういう活動は、本来行政がやるべき

ボランティア活動はしたくない

その他

無回答

一　般 高齢者

 

【 図 29】 

【 図 28】 
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一般で「仕事や家事が忙しくて時間がとれない」と答えた方を年齢階層別に見ると、

30 代（55.1％）が最も多く、以下 40 代（51.4％）、20 代（47.0％）、50 代（43.1％）、

60～64 歳（31.5％）となっています。（図 30 参照） 
 また、この方々の中で、今後ボランティア活動に「ぜひ・できれば活動したい」と

答えた方の割合は 37.2％となっており、さらに、年齢階層別に占める割合は、50 代

（44.0％）、60～64 歳（40.6％）、40 代（39.4％）、20 代（33.0％）、30 代（26.5％）

の順となっています。（図 31 参照） 
 

仕事や家事が忙しくてボランティア
活動できない割合（年齢階層別）

47.0%

55.1%

51.4%

43.1%

31.5%

0% 20% 40% 60%

20～29歳

30～39歳

40～49歳

50～59歳

60～64歳

  

仕事や家事が忙しい方で今後ボラ
ンティア活動したい割合（一般）

37.2%

33.0%

26.5%

39.4%

44.0%

40.6%

0% 20% 40% 60%

全　体

20～29歳

30～39歳

40～49歳

50～59歳

60～64歳

 
 
（６）有償ボランティア活動 

 有償ボランティア活動の認知度では、「まったく知らない」が一般で 43.6％、高齢

者が 34.8％で最も多く、次いで、「少し知っている」が一般 22.5％、高齢者 25.5％、

「名前を聞いたことがある程度」は一般が 21.6％、高齢者が 19.3％、「よく知ってい

る」は一般・高齢者とも 10％弱となっています。（図 32 参照） 

有償ボランティア活動の認知度（一般・高齢者）

7.4%

22.5%

21.6%

43.6%

4.9%

9.5%

25.5%

19.3%

34.8%

10.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

よく知っている

少し知っている

名前を聞いたことがある程度

まったく知らない

無回答

一　般 高齢者

 

【 図 31】 【 図 30】

【 図 32】 
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 年齢階層別では、「よく知っている」、「少し知っている」とも年齢階層が上がるほ

ど認知割合も上がり、両者合わせて 20 代が 20.0％、60～64 歳では 41.4％となって

います。（図 33 参照） 

   

有償ボランティア活動の認知度（年齢階層別）

14.8%

19.5%

21.5%

23.7%

22.7%

19.7%

56.5%

48.2%

42.9%

41.9%

35.0%

7.3%

7.1%

3.5%

6.1%

26.6%

24.9%

22.0%

22.7%

16.5%
4.0%

1.6%

4.3%

3.1%

3.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

20～29歳

30～39歳

40～49歳

50～59歳

60～64歳

よく知っている 少し知っている

名前を聞いたことがある程度 まったく知らない

無回答

 
 
次に、有償ボランティア活動への参加意思では、「ぜひ参加したい」、「できれば参

加したい」を合わせると、一般が 27.5％、高齢者は 22.8％、「あまり参加したいとは

思わない」、「まったく参加したいとは思わない」を合わせると、一般・高齢者とも

37％前後となっています。（図 34 参照） 

年齢階層別に「ぜひ参加したい」、「できれば参加したい」を合わせた結果を見ると、

認知度と同様に、年齢階層が上がるほど「参加したい」割合も上がり、20 代で 22.0％、

60～64 歳では 37.0％となっています。（図 35 参照） 

 

　　有償ボランティア活動への参加意思
（一般・高齢者）

2.0%

25.5%

29.3%

6.8%

27.4%

9.0%

2.0%

20.8%

25.4%

11.9%

25.3%

14.7%

0% 10% 20% 30% 40%

ぜひ参加したい

できれば参加したい

あまり参加したいとは
思わない　　　　　　　

まったく参加したいと
は思わない　　　　　　

わからない

無回答

一　般 高齢者

 

　　有償ボランティア活動への参加意思

（年齢階層別）

2.5%

2.6%

2.5%

1.6%

1.1%

19.5%

21.5%

24.9%

28.9%

34.5%

0% 10% 20% 30% 40%

20～29歳

30～39歳

40～49歳

50～59歳

60～64歳

ぜひ参加したい できれば参加したい

 

（合計 22.0％） 

（合計 23.1％） 

（合計 26.0％） 

（合計 31.5％） 

（合計 37.0％）

【 図 35】 【 図 34】

【 図 33】 
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（７）ボランティア活動促進のために重要なこと 

ボランティア活動促進のために重要なことは、一般では「活動内容を周知する広報

を充実する」が 39.1％、高齢者は「ボランティア活動に関する色々な情報をもっと提

供する」が 26.8％で最も多く、ともに情報提供が重要という結果となりました。（図

36・図 37 参照） 

ボランティア活動の輪を広げるために重要なこと
（一般）［複数回答：２以内］

39.1%

11.8%

12.4%

17.7%

16.3%

18.6%

29.3%

1.9%

13.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

活動の内容を周知する広報を充実する

学習・活動を調整する人材を充実する

学習・研修の機会や内容の充実を図る

資金面の援助を充実する

小中学校での福祉教育を充実する

福祉に関する社会教育を充実する

地域の福祉の実態を市民に伝える

その他

無回答

 
 

高齢者のボランティア促進のため重要なこと
　（高齢者）［複数回答：２以内］

26.8%

10.2%

9.9%

15.1%

15.4%

11.4%

21.5%

2.0%

24.6%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30%

ボランティア活動に関する色々な情報をもっと
提供する　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ボランティア保険への加入を促進するなど、事
故などへの対応を整備する　　　　　　　　　　　

ボランティア活動に対する社会的評価を促進
する　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ボランティアの養成・研修の機会を充実させる

ボランティア活動をする人と受け入れる人とを
結びつける人を養成する　　　　　　　　　　　　

ボランティア団体・グループに対して経済的な
支援を行う　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

特にない

その他

無回答

 

 

 

 

【 図 37】 

【 図 36】 
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（８）地域福祉活動への参加意思 

 お年寄りや障がい者等を自治会単位などで支え合う活動など、地域の福祉活動への

参加意思は、一般では「できれば参加したい」が 36.3％で最も多く、「ぜひ参加した

い」を合わせると、39.3％となっており（図38参照）、地域別では旧市内中心部が37.3％、

旧市内周辺部が 45.3％、旧日田郡は 53.5％となり、周辺部になるほど参加したい割

合が高くなっています。（図 39 参照） 

 

地域福祉活動への参加意思

（一般）

3.0%

36.3%

25.0%

3.4%

25.9%

6.5%

0% 10% 20% 30% 40%

ぜひ参加したい

できれば参加したい

あまり参加したいとは

思わない　　　　　　　 
まったく参加したいと

は思わない　　　　　　

わからない

無回答

 

地域福祉活動への参加意思

（一般地域別）

2.6%

34.7%

26.2%

3.8%

27.8%

5.0%

4.3%

41.0%

23.3%

3.8%

21.9%

5.7%

4.2%

49.3%

22.5%

0.0%

19.7%

4.2%

0% 20% 40% 60%

ぜひ参加したい

できれば参加したい

あまり参加したいとは

思わない　　　　　　　 

まったく参加したいと

は思わない　　　　　　

わからない

無回答

旧市内中心部 旧市内周辺部 旧日田郡

 
 
また、年齢階層別に「できれば（ぜひ）参加したい」と回答した方の割合を見ると、

20～40 代が 30％弱で、50 代 43.9％、60～64 歳は 48.7％となっています。（図 40 参

照）一方、「あまり参加したいとは思わない」、「まったく参加したいとは思わない」

を合わせると、40代が 17.2％で最も少なく、30代が 34.0％と最も多くなっています。

（図 41 参照） 

 

地域福祉活動への参加意思（年齢階層別）

26.5%

28.3%

26.7%

40.8%

43.3%

5.4%

2.5%

1.2%

2.1%

3.1%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

20～29歳

30～39歳

40～49歳

50～59歳

60～64歳

ぜひ参加したい できれば参加したい

   

地域福祉活動への参加意思（年齢階層別）

21.5%

31.6%

15.3%

25.8%

24.6%
2.0%

2.6%

1.9%

2.4%

8.5%

0% 10% 20% 30% 40%

20～29歳

30～39歳

40～49歳

50～59歳

60～64歳

あまり参加したいとは思わない

まったく参加したいとは思わない

 

（合計 29.0%）

（合計 29.5%）

（合計 28.8%）

（合計 43.9%）

（合計 48.7%）

（合計 30.0%）

（合計 34.0%）

（合計 17.2%） 

（合計 28.4%）

（合計 26.6%）

【 図 39】

【 図 38】

【 図 41】【 図 40】
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 次に、「あまり（まったく）参加したいとは思わない」理由は、地域活動やボラン

ティア活動と同様に、「仕事や家事が忙しくて時間がとれない」が 63.4％を占めてい

ます。（図 42 参照） 

地域福祉活動に参加したいとは思わない理由（一般）［複数回答：２以内］

63.4%

12.3%

7.5%

6.5%

5.6%

1.5%

9.9%

8.2%

8.5%

9.2%

5.1%

3.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

仕事や家事が忙しくて時間がとれない

健康に自信がない

気持ちはあるが、きっかけがつかめない

身近に活動グループや仲間がいない

活動のための費用がない

家族や職場の理解が得られない

興味の持てる活動がない

情報が少ない、情報がない

そういう活動は、本来行政がやるべき

活動したくないから

その他

無回答

 

 

 

（９）地域における助け合いを活発にするために重要なこと 

地域における助け合いを活発にするために重要なことは、一般では「困っている人

と、助けることができる人との調整をする人材を育成する」が 28.6％で最も多く、「困

っている人や、助け合いの場や組織についての情報を得やすくする」、「学校教育や社

会教育での福祉教育を充実する」、「地域でボランティアなどの活動拠点となる場を整

備する」、「地域における福祉活動の意義と重要性をもっとＰＲする」、「福祉活動の相

談・指導を担当する専門職員の充実を図る」、「地域における福祉活動の活動費・運営

費等の資金的な援助をする」が 20％～25％となっています。（図 43 参照） 
また、高齢者では「地域における福祉活動の意義と重要性をもっとＰＲする」、「福

祉活動の相談・指導を担当する専門職員の充実を図る」、「困っている人と、助けるこ

とのできる人との調整をする人材を育成する」、「地域における福祉活動の活動費・運

営費等の資金的な援助をする」が 25％前後で、「福祉活動に携わるリーダー等の人材

を育成する」が 19.4％となっています。（図 43 参照） 
一般・高齢者のいずれも回答が集中した項目はなく、それぞれの項目に分散した回

答結果となっています。 

 

 

【 図 42】
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地域の助け合い活発化のために重要なこと
（一般・高齢者）［複数回答：３以内］

23.7%

23.7%

20.7%

19.0%

21.1%

28.6%

25.4%

13.7%

25.1%

3.8%

0.8%

13.0%

25.9%

15.4%

23.3%

19.4%

24.7%

23.5%

15.9%

9.9%

15.7%

11.5%

0.2%

21.6%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35%

地域における福祉活動の意義と重要性をもっとＰＲする

地域でボランティアなどの活動拠点となる場を整備する

地域における福祉活動の活動費・運営費等の資金的な援
助をする　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

福祉活動に携わるリーダー等の人材を育成する

福祉活動の相談・指導を担当する専門職員の充実を図る

困っている人と、助けることのできる人との調整をする人材
を育成する　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

困っている人や、助け合いの場や組織についての情報を得
やすくする　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

介護やボランティア活動の方法等に関する研修を実施する

学校教育や社会教育での福祉教育を充実する

特にない

その他

無回答

一　般 高齢者

 

第２ 福祉・健康に関する意識と考え方 
（１）ノーマライゼーションという言葉の認知度 

ノーマライゼーション（障がい等のハンディキャップのある方も、ない方と同じよ

うに共に地域の中で普通の生活をしていくことができる社会にすべきであると言う

考え方）の認知度は、「聞いたことがない」が 50.5％で最も多く、「聞いたことはある

が、意味はわからない」が 24.1％、「聞いたことがあり、意味も知っている」は 18.5％
となっています。（図 44 参照） 
年齢階層別に見ると、「聞いたことがあり、意味も知っている」、「聞いたことはあ

るが、意味はわからない」を合わせて、20・30 代が 40％、40・50 代が 44％、60～
64 歳が 47％となっています。（図 45 参照） 

【 図 43】




